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立
木
茂
雄

誰
一
人
取
り
残
さ
な
い
防
災
と
は
？

第
１
回

事
務
分
掌
主
義
が
招
い
た
福
祉
と
防
災
の
分
断

「
連
携
」
で
は
な
く
、 

実
質
的
な
「
連
結
」
が
必
要

　

こ
れ
ら
の
問
題
は
、
単
な
る
計
画
の
不
備
で
は

片
づ
け
ら
れ
な
い
。
根
本
的
に
欠
け
て
い
た
の
は
、

福
祉
と
防
災
を
切
れ
目
な
く
つ
な
ぐ
「
実
質
的

な
連
結
」
と
い
う
視
点
だ
。
高
齢
者
や
障
が
い

者
が
災
害
時
に
確
実
に
支
援
を
受
け
ら
れ
る
よ

う
に
す
る
た
め
に
は
、
平
時
（
例
え
れ
ば
「
晴
の

日
」）
の
福
祉
と
災
害
時
（
例
え
れ
ば
「
嵐
の
日
」）

の
防
災
が
断
絶
さ
れ
る
の
で
は
な
く
、
つ
ね
に
一

貫
し
て
機
能
す
る
体
制
が
必
要
だ
。
こ
れ
が
い

わ
ゆ
る
「
全
天
候
型
の
福
祉
」
の
概
念
で
あ
り
、

こ
の
視
点
が
欠
け
て
い
る
か
ぎ
り
、
真
の
意
味
で

の「
誰
一
人
取
り
残
さ
な
い
」防
災
は
実
現
し
な
い
。

　

行
政
は
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
頼
る
だ
け
で
は
な
く
、

事
務
分
掌
主
義
と
い
う
古
い
枠
組
み
を
超
え
、

具
体
的
で
実
効
性
の
あ
る
「
連
結
」
の
仕
組
み

を
構
築
す
る
べ
き
だ
。
こ
れ
に
よ
っ
て
初
め
て
、

災
害
時
に
支
援
が
必
要
な
人
々
を
守
る
こ
と
が

で
き
、
真
の
「
誰
一
人
取
り
残
さ
な
い
」
社
会

が
実
現
さ
れ
る
の
だ
。

事
務
分
掌
主
義
が
招
い
た 

高
齢
者
・
障
が
い
者
の
「
取
り
残
し
」

　
「
誰
一
人
取
り
残
さ
な
い
」
防
災
。
こ
の
言

葉
の
響
き
は
美
し
い
。
し
か
し
実
際
に
そ
れ
が

実
現
で
き
て
い
る
か
と
い
う
と
、
現
場
の
現
実

は
決
し
て
そ
う
で
は
な
い
。
特
に
、
災
害
時
に

支
援
を
必
要
と
す
る
高
齢
者
や
障
が
い
者
に

と
っ
て
、
そ
の
理
想
は
程
遠
い
。
行
政
の
「
事

務
分
掌
主
義
」
が
根
強
く
残
り
、
平
時
の
福
祉

と
災
害
時
の
防
災
が
切
り
離
さ
れ
、
縦
割
り
の

ま
ま
連
携
が
進
ま
な
い
。
こ
の
分
断
が
、
災
害

時
に
高
齢
者
や
障
が
い
者
が
「
取
り
残
さ
れ
る
」

原
因
に
な
っ
て
い
る
の
だ
。

　

内
閣
府
が
平
成
の
時
代
（
２
０
０
５
年
３
月
）

に
公
開
し
た
最
初
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
（
災
害
時

要
援
護
者
の
避
難
支
援
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
）
で
は
、

「
連
携
」と
い
う
言
葉
が
43
回
も
使
わ
れ
て
い
る
。

そ
し
て
令
和
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
（
２
０
２
１
年

の
避
難
行
動
要
支
援
者
の
避
難
行
動
支
援
に
関

す
る
取
組
指
針
）
で
は
、
な
ん
と
58
回
も
く
り

返
さ
れ
て
い
る
。
だ
が
、
こ
の
「
連
携
」
と
い

う
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
現
場
で
機
能
し
て
お
ら
ず
、

空
虚
な
響
き
に
す
ぎ
な
い
。
実
質
的
な
「
連
結
」

が
行
わ
れ
て
い
な
い
た
め
、
市
区
町
村
で
は
個

別
避
難
計
画
の
策
定
が
遅
れ
、
支
援
が
必
要
な

人
々
が
災
害
の
リ
ス
ク
に
曝さ

ら

さ
れ
た
ま
ま
「
取

り
残
さ
れ
て
」
い
る
の
だ
。

「
連
携
」
の
限
界
が
生
ん
だ
取
り
残
し

　

２
０
１
１
（
平
成
23
）
年
の
東
日
本
大
震
災

は
、
福
祉
と
防
災
の
分
断
が
ど
れ
ほ
ど
深
刻
な

影
響
を
も
た
ら
す
か
を
如
実
に
示
し
た
。
宮
城

県
で
は
障
が
い
者
の
死
亡
率
が
全
体
の
死
亡
率

に
対
し
て
１
・
９
倍
に
も
達
し
た
。
一
方
、
岩

手
県
・
福
島
県
で
は
１
・
２
倍
に
留
ま
っ
て
い

た
（
※
）。
他
県
よ
り
も
際
立
っ
て
高
い
こ
の

数
値
が
示
す
の
は
、
宮
城
県
で
進
め
ら
れ
て
い

た
「
ノ
ー
マ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
」（
障
が
い
の

有
無
を
問
わ
ず
在
宅
で
暮
ら
せ
る
こ
と
を
保
障

す
る
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
）
政
策
が
災
害
時
に

は
十
分
に
機
能
し
な
か
っ
た
と
い
う
事
実
だ
。

平
時
に
福
祉
に
力
を
入
れ
て
い
た
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
災
害
時
の
対
応
と
の
連
携
が
欠
け
て
い

た
た
め
、
障
が
い
者
が
多
数
取
り
残
さ
れ
る
結

果
と
な
っ
た
。

　

こ
の
背
景
に
あ
る
の
が
、
福
祉
が
「
平
時
の

業
務
」
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
、
災
害
時
へ
の

備
え
や
対
応
と
は
切
り
離
さ
れ
て
い
た
と
い
う

現
実
。
結
果
と
し
て
、
災
害
発
生
時
に
は
在
宅

で
支
援
を
受
け
て
い
た
多
く
の
障
が
い
者
が
取

り
残
さ
れ
、
甚
大
な
被
害
を
被
っ
た
。

　

さ
ら
に
、
施
設
入
所
者
の
間
で
も
被
害
の
大

き
さ
に
は
地
域
差
が
見
ら
れ
た
。
特
に
、
宮
城

県
東
部
の
太
平
洋
沿
岸
部
に
位
置
す
る
福
祉
施

設
は
、
津
波
の
リ
ス
ク
が
高
か
っ
た
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
避
難
確
保
計
画
、
立
地
規
制
や
移
転

誘
導
な
ど
の
事
前
の
防
災
対
策
が
不
十
分
だ
っ

た
た
め
、
多
く
の
命
が
失
わ
れ
た
。
こ
れ
も
ま

た
、
行
政
の
事
務
分
掌
主
義
が
も
た
ら
し
た
「
連

携
不
足
」
の
典
型
的
な
例
だ
。
単
な
る
ス
ロ
ー

ガ
ン
に
終
わ
っ
た
「
連
携
」
が
、
最
も
支
援
を

必
要
と
す
る
人
々
を
危
険
に
さ
ら
し
て
し
ま
っ

た
の
だ
。

エッセイ

　1955（昭和30）年兵庫県生まれ。
1978年関西学院大学社会学部卒。同社
会学研究科修士課程修了後、1980年よ
りカナダ政府給費留学生としてトロント
大学大学院に留学。MSW（マスター・
オブ・ソーシャルワーク）ならびにPh.
D.（ドクター・オブ・フィロソフィー）
修得。1986年より関西学院大学社会学
部専任講師・助教授・教授を経て2001（平
成13）年４月より現職。
　専門は福祉防災学・家族研究・市民社
会論。特に大災害からの長期的な生活復
興過程の解明や、災害時の要配慮者支援
のあり方など、社会現象としての災害に
対する防災学を研究。
　おもな著書に『災害と復興の社会学（増
補版）』（萌書房、2022年）などがある。

立木茂雄（たつきしげお）

★本誌では通常「障害」と表記しますが、立木茂雄様のご意向により「障がい」としています
※Tatsuki, S. Old Age, Disability, and the Tohoku-Oki Earthquake. Earthquake Spectra, 29（S1）, 2013, pp. S403–S432.
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立
木
茂
雄

誰
一
人
取
り
残
さ
な
い
防
災
と
は
？

第
２
回

災
害
は
不
平
等
を
拡
大
さ
せ
る
レ
ン
ズ

　

災
害
は
、
一
瞬
に
し
て
日
常
を
奪
い
去
る
。

そ
れ
だ
け
で
は
な
い
。
災
害
は
、
被
災
前
か
ら

存
在
し
て
い
た
不
平
等
や
格
差
を
拡
大
し
、
無

防
備
な
社
会
的
弱
者
の
苦
境
を
さ
ら
に
深
刻
化

さ
せ
、
回
復
ま
で
に
は
よ
り
長
い
時
間
を
要
す

る
。
災
害
が
も
た
ら
す
の
は
、
単
な
る
物
理
的

な
破
壊
だ
け
で
は
な
く
、
被
災
前
か
ら
存
在
す

る
社
会
的
・
経
済
的
そ
し
て
心
身
の
機
能
上
の

不
平
等
を
顕
在
化
さ
せ
、
広
げ
て
い
く
と
い
う

現
実
だ
。

　

東
日
本
大
震
災
か
ら
10
年
間
、
私
た
ち
が
宮

城
県
名な

取と
り

市
で
実
施
し
た
「
生
活
復
興
感
尺
度
」

を
用
い
た
５
波
に
お
よ
ぶ
縦
断
―
同
じ
被
災
者

に
繰
り
返
し
回
答
を
求
め
る
―
研
究
は
、
こ
の

「
不
平
等
の
拡
大
」
と
い
う
現
実
を
如
実
に
示

し
て
い
る
。
こ
の
調
査
が
明
ら
か
に
し
た
の
は
、

被
災
前
か
ら
社
会
・
経
済
・
心
身
面
で
脆
弱
な

人
た
ち
―
少
人
数
世
帯
や
単
身
高
齢
世
帯
、
健

康
問
題
を
抱
え
る
家
庭
、
震
災
で
失
業
し
た

人
々
、
障
害
者
手
帳
を
持
つ
人
々
な
ど
―
が
、

被
災
後
も
一
貫
し
て
さ
ら
な
る
困
難
に
直
面
し

続
け
た
事
実
だ
。
災
害
が
社
会
的
弱
者
に
与
え

た
影
響
は
、
避
難
所
生
活
か
ら
生
活
再
建
に
至

る
ま
で
、
長
期
に
わ
た
っ
て
続
い
て
い
た
。

　

主
観
的
な
「
生
活
復
興
感
」
だ
け
で
な
く
、

客
観
的
な
「
す
ま
い
再
建
速
度
」
に
お
い
て
も
、

こ
う
し
た
社
会
的
弱
者
層
が
ほ
か
の
層
に
比
べ

て
大
幅
に
遅
れ
を
取
っ
て
い
た
こ
と
が
確
認
さ

れ
た
。
単
身
世
帯
や
女
性
世
帯
主
と
い
っ
た
脆

弱
な
立
場
に
あ
る
人
々
は
、
恒
久
住
宅
に
移
行

す
る
の
に
時
間
が
か
か
り
、
そ
の
過
程
で
の
苦

し
み
が
さ
ら
に
長
引
く
と
い
う
現
実
が
浮
か
び

上
が
っ
た
。

　

こ
の
結
果
は
、
災
害
が
単
な
る
破
壊
を
超
え
、

被
災
前
か
ら
す
で
に
脆
弱
だ
っ
た
層
に
、
よ
り

深
刻
な
影
響
を
、
よ
り
長
期
に
も
た
ら
す
こ
と

を
示
し
て
い
る
。
災
害
に
よ
っ
て
新
た
な
不
平

等
が
生
ま
れ
る
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
既
存
の

不
平
等
が
拡
大
さ
れ
る
―
―
災
害
は
、
社
会
の

格
差
を
拡
大
し
、
そ
の
影
響
を
何
倍
に
も
強
め

る
「
レ
ン
ズ
」
と
し
て
働
く
の
だ
。

　

だ
か
ら
こ
そ
、
災
害
後
の
支
援
に
お
い
て
は
、

被
災
前
か
ら
当
事
者
と
密

接
に
か
か
わ
っ
て
き
た
専

門
職
の
連
続
的
な
関
与
が

不
可
欠
だ
。
福
祉
や
保
健
・

医
療
の
専
門
家
が
、
被
災

後
も
彼
ら
（
社
会
的
弱
者
）

の
生
活
再
建
に
寄
り
添
い

続
け
る
こ
と
で
、
拡
大
し

た
不
平
等
の
影
響
を
最
小

限
に
抑
え
る
こ
と
が
で
き

る
。
住
ま
い
や
生
計
手
段

の
復
旧
だ
け
で
は
な
く
、

被
災
者
一
人
ひ
と
り
の
生

活
再
建
全
般
に
わ
た
る
長

期
的
で
―
平
時
（
い
わ
ば

「
晴
れ
の
日
」）
と
災
時
・

災
後
（
い
わ
ば
「
嵐
の
日
」）

を
「
全
天
候
型
」
で
と
ら

え
る
―
生
活
の
全
体
性
や

連
続
性
を
視
野
に
お
い
た

支
援
が
必
要
な
の
だ
。

エッセイ

　1955（昭和30）年兵庫県生まれ。
1978年関西学院大学社会学部卒。同社
会学研究科修士課程修了後、1980年よ
りカナダ政府給費留学生としてトロント
大学大学院に留学。MSW（マスター・
オブ・ソーシャルワーク）ならびにPh.
D.（ドクター・オブ・フィロソフィー）
修得。1986年より関西学院大学社会学
部専任講師・助教授・教授を経て2001（平
成13）年４月より現職。
　専門は福祉防災学・家族研究・市民社
会論。特に大災害からの長期的な生活復
興過程の解明や、災害時の要配慮者支援
のあり方など、社会現象としての災害に
対する防災学を研究。
　おもな著書に『災害と復興の社会学（増
補版）』（萌書房、2022年）などがある。

立木茂雄（たつきしげお）

出典：立木茂雄・川見文紀.「社会的弱者と災害—誰一人取り残さないための原則とは？」総合リハビリテーション, 50（1）, 2022, 83-89.

図３　障害者手帳の有無別の
　　　生活復興感得点の軌跡の比較

パネル調査年度
エラーバー：95％ CI

障害の有無
　　無し
　　手帳有り

生
活
復
興
感

反復測定分散分析

群間効果:
F（1,314）=.287, ns

群と時間の交互作用効果:
F（1,314）=.275, ns.

30

32

34

36

38

40

42

20202017201620152014

図４　身体的健康について気がかりな成員の
　　　有無別の生活復興感得点の軌跡の比較

パネル調査年度
エラーバー：95％ CI

身体的健康に
ついて気がかりな
成員はいない世帯

身体的健康に
ついて気がかりな
成員がいる世帯

生
活
復
興
感

反復測定分散分析

群間効果:
F（1,314）=4.323, p<.05

群と時間の交互作用効果:
F（1,314）=.655, ns.
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図１　世帯規模別の生活復興感得点の軌跡の比較

パネル調査年度
エラーバー：95％ CI

世帯人数
　　１人
　　２人
　　３人以上生

活
復
興
感

反復測定分散分析

群間効果:
F（2,310）=3.096, p<.05

群と時間の交互作用効果:
F（7.45,1154.55）
=2.26, p<.05
（Greenhouse-Geisser補正）
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図２　単身高齢世帯とそれ以外の世帯の
　　　生活復興感得点の軌跡の比較

パネル調査年度
エラーバー：95％ CI

単身高齢以外の世帯
単身高齢世帯

生
活
復
興
感

反復測定分散分析

群間効果:
F（1,314）=.300, p<.001

群と時間の交互作用効果:
F（3.72,1168.43）
=3.347, p<.05
（Greenhouse-Geisser補正）
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立
木
茂
雄

誰
一
人
取
り
残
さ
な
い
防
災
と
は
？

第
３
回

レ
ジ
リ
エ
ン
ス
の
多
元
性

ス
」
と
い
う
多
元
的
な
力
が
、
未
来
の
災
害
対
策
に

も
応
用
可
能
な
希
望
の
灯
で
あ
る
と
い
う
こ
と
だ
。

　

さ
ら
に
、
こ
の
力
は
、
被
災
後
に
だ
け
効
力
を
発

揮
す
る
も
の
で
は
な
い
。
医
・
職
・
住
・
ま
ち
・
つ

な
が
り
を
日
常
か
ら
強
靱
化
さ
せ
て
お
け
ば
、
災
害

に
よ
り
強
い
社
会
を
つ
く
り
あ
げ
ら
れ
る
の
だ
。

レ
ジ
リ
エ
ン
ス
の
多
元
性
―
― 

逆
境
か
ら
生
活
を
取
り
戻
し
、変
容
す
る
力

　

被
災
に
よ
る
逆
境
を
乗
り
越
え
、
新
た
な
生

活
を
切
り
拓
く
力
―
―
そ
れ
が
「
レ
ジ
リ
エ
ン

ス
」
だ
。
日
本
語
に
置
き
換
え
る
な
ら
「
再
構

築
力
」
と
い
え
る
こ
の
概
念
は
、
被
災
者
が
逆

境
に
立
ち
向
か
い
、
被
災
の
影
響
を
軽
減
し
な

が
ら
回
復
し
て
い
く
「
復
元
力
」
と
、
災
害
に

よ
る
環
境
変
化
に
応
じ
て
自
ら
を
適
応
さ
せ
、

新
た
な
生
活
の
バ
ラ
ン
ス
を
見
出
す
「
変
容
力
」

の
二
つ
の
側
面
か
ら
な
る
。
被
災
地
の
復
興
現

場
で
は
、
こ
の
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
が
い
か
に
重
要

で
あ
る
か
が
浮
き
彫
り
に
な
っ
て
き
た
。

生
活
を
取
り
戻
す
「
復
元
力
」
―
― 

医
・
職
・
住
が
鍵
を
握
る

　

ま
ず
、「
復
元
力
」
は
、
物
理
的
・
心
理
的

な
ス
ト
レ
ス
を
克
服
し
、
被
災
前
の
生
活
に
近

い
形
へ
回
復
す
る
力
を
さ
す
。
阪
神
・
淡
路
大

震
災
や
東
日
本
大
震
災
の
被
災
者
調
査
で
は
、

「
医
（
健
康
）・
職
（
生
計
）・
住
（
住
ま
い
）」

と
い
う
三
つ
の
柱
が
好
転
す
る
こ
と
で
、
被
災

者
が
「
以
前
の
幸
せ
」
を
感
じ
る
よ
う
に
な
る

こ
と
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
本
連
載
第

2
回（
※
）で
紹
介
し
た
よ
う
に
、被
災
前
の
医
・

職
・
住
が
脆
弱
で
あ
る
層
ほ
ど
、
被
害
は
よ
り

深
刻
に
、
長
期
に
わ
た
っ
て
経
験
さ
れ
て
い
た
。

　

興
味
深
い
こ
と
に
、
こ
の
「
医
・
職
・
住
」

と
い
う
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
は
、
阪
神
・
淡
路
大

震
災
の
復
興
計
画
で
神
戸
市
が
掲
げ
た
も
の

だ
。
当
時
、
震
災
か
ら
わ
ず
か
半
年
で
策
定
さ

れ
た
生
活
再
建
計
画
が
、
今
日
の
被
災
者
生
活

再
建
支
援
の
基
礎
の
一
つ
と
な
っ
て
い
る
。

新
し
い
幸
せ
を
築
く「
変
容
力
」―
― 

ま
ち
と
つ
な
が
り
が
紡
ぐ
未
来

　

一
方
で
、「
変
容
力
」
は
、
災
害
後
の
環
境

の
激
変
に
応
じ
て
自
ら
を
変
容
さ
せ
、
新
し
い

平
衡
へ
と
舵
を
切
る
力
を
さ
す
。
従
来
の
生
活

に
戻
る
の
で
は
な
く
、「
新
し
い
幸
せ
」
を
見

出
す
過
程
だ
。
そ
の
中
核
を
成
す
の
が
、
人
と

の
つ
な
が
り
と
地
域
社
会
の
「
共
同
性
」
だ
。

　

例
え
ば
、
被
災
者
が
趣
味
や
関
心
を
通
じ
て

新
た
に
5
人
以
上
と
つ
な
が
る
こ
と
、
地
域
の

リ
ー
ダ
ー
が
課
題
解
決
に
取
り
組
み
、
住
民
が

積
極
的
に
地
域
行
事
に
参
加
す
る
環
境
が
生
ま

れ
る
こ
と
―
―
こ
れ
ら
は
「
社
会
関
係
資
本
」

と
し
て
、
被
災
者
が
自
身
の
体
験
に
前
向
き
な

意
味
づ
け
を
与
え
る
助
け
と
な
る
。

　

こ
の
「
ま
ち
」
と
「
つ
な
が
り
」
に
よ
る
適

応
的
な
変
容
力
の
重
要
性
は
、
震
災
5
年
目
に

神
戸
市
の
震
災
復
興
総
括
検
証
を
担
っ
た
有
識

者
会
議
が
提
言
し
た
も
の
だ
。
災
害
後
の
復
興

に
お
い
て
、
人
と
人
、
人
と
地
域
が
交
わ
る
こ

と
で
新
た
な
平
衡
点
を
見
つ
け
る
力
は
、
ま
す

ま
す
注
目
を
集
め
て
い
る
。

支
援
に
求
め
ら
れ
る
視
点
―
― 

多
元
的
な
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
を
理
解
す
る

　
「
復
元
」
と
「
変
容
」、
こ
の
二
つ
の
力
が
交

錯
す
る
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
に
は
、
被
災
者
一
人
ひ

と
り
の
道
の
り
を
て
い
ね
い
に
理
解
し
、
そ
れ

に
応
じ
た
支
援
を
提
供
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ

る
。
制
度
や
施
策
の
連
携
を
強
化
し
、
被
災
者

が
真
に
必
要
と
し
て
い
る
こ
と
に
応
え
る
こ
と

で
、
誰
一
人
取
り
残
さ
な
い
生
活
再
建
が
可
能

と
な
る
の
だ
（
図
参
照
）。

　

災
害
の
記
憶
が
風
化
し
て
い
く
な
か
で
、
私

た
ち
が
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
の
は
、「
レ
ジ
リ
エ
ン

エッセイ

　1955（昭和30）年兵庫県生まれ。
1978年関西学院大学社会学部卒。同社
会学研究科修士課程修了後、1980年よ
りカナダ政府給費留学生としてトロント
大学大学院に留学。MSW（マスター・
オブ・ソーシャルワーク）ならびにPh.
D.（ドクター・オブ・フィロソフィー）
修得。1986年より関西学院大学社会学
部専任講師・助教授・教授を経て2001（平
成13）年４月より現職。
　専門は福祉防災学・家族研究・市民社
会論。特に大災害からの長期的な生活復
興過程の解明や、災害時の要配慮者支援
のあり方など、社会現象としての災害に
対する防災学を研究。
　おもな著書に『災害と復興の社会学（増
補版）』（萌書房、2022年）などがある。

立木茂雄（たつきしげお）

図　�阪神・淡路大震災および東日本大震災後の縦断調査に基づく�
生活再建の復元・変容過程モデル 

出典：Tatsuki, S., & Kawami, F. (2003) Longitudinal impacts of pre-existing inequalities 
and social environmental changes on life recovery: Results of the 1995 Kobe Earthquake 
and the 2011 Great East Japan Earthquake recovery studies. International Journal of 
Mass Emergencies & Disasters, 41(1), https://doi.org/10.1177/02807270231171504

・年齢
・世帯規模
・健康
・障がい
・階級
・ジェンダー

・人種
・カースト
・民族性
・生活困窮
・移民資格
・地区や地域の
特殊事情

被災前から存在する不平等

生活再建

できごと再評価

社会環境の変化過程

できごと影響度
緩和

くらしむき（職）
すまい（住）

被災による被害

災害

こころとからだの
ストレス（医）

つながり
（弱い紐帯）

まち
（共同性）

重要他者との
出会い

適応的変容
+

+

+

－

+
+

回復・復元

★�本誌では通常「障害」と表記しますが、立木茂雄様の� 
ご意向により「障がい」としています

※本誌2025年1月号（19ページ）をご覧ください。
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同
志
社
大
学
社
会
学
部
教
授　

立
木
茂
雄

誰
一
人
取
り
残
さ
な
い
防
災
と
は
？

第
４
回

個
々
の
脆
弱
性
に
応
じ
た
衡
平
性
原
理

脆
弱
性
に
応
じ
た
衡
平
性
原
理
―
― 

被
災
者
支
援
に
合
理
的
配
慮
を
求
め
て

　

防
災
の
現
場
で
は
、
命
を
守
る
た
め
に 

す
べ
て
の
住
民
を
一
律
に
扱
う
「
平
等
性

（e
q
u
a
lity

）」
が
重
視
さ
れ
て
き
た
。
戦
後
の

日
本
社
会
で
は
「
絶
対
的
平
等
」
が
社
会
の
基

盤
と
し
て
必
須
で
あ
っ
た
が
、
現
代
社
会
で
は

そ
の
限
界
が
浮
き
彫
り
に
な
っ
て
い
る
。
個
々

の
社
会
的
脆
弱
性
に
応
じ
た
支
援
、
つ
ま
り
「
合

理
的
配
慮
」
の
提
供
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
こ

れ
を
支
え
る
の
が
「
衡こ

う

平へ
い

性
（e

q
u
ity

）」
と

い
う
考
え
方
だ
。

災
害
が
拡
大
さ
せ
る
格
差
―
― 

住
ま
い
再
建
速
度
に
み
る
現
実

　

災
害
は
被
災
前
か
ら
存
在
す
る
不
平
等
や
格

差
を
さ
ら
に
拡
大
さ
せ
る
。
東
日
本
大
震
災
の

被
災
地
で
あ
る
宮
城
県
名
取
市
と
仙
台
市
に
お

け
る
「
住
ま
い
再
建
速
度
」
を
世
帯
規
模
別
に

示
し
た
グ
ラ
フ
が
、
そ
の
実
態
を
浮
き
彫
り
に

す
る
（
図
1
参
照
）。
い
ず
れ
の
地
域
で
も
世

帯
規
模
が
大
き
い
ほ
ど
再
建
が
迅
速
だ
っ
た
の

に
対
し
、
単
身
世
帯
で
は
再
建
が
著
し
く
遅
れ

て
い
た
。

　

さ
ら
に
、
世
帯
主
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
に
よ
る
違

い
も
顕
著
だ
（
図
2
参
照
）。
所
得
や
就
業
形

態
に
よ
る
ジ
ェ
ン
ダ
ー
格
差
が
、
災
害
後
の
住

ま
い
再
建
に
も
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
た
。

仙
台
市
の
変
革
―
― 

災
害
ケ
ー
ス
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
導
入

　

し
か
し
、
仙
台
市
で
は
２
０
１
５
（
平
成

27
）
年
4
月
を
さ
か
い
に
再
建
格
差
が
急
速
に

縮
小
し
て
い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
同
市
で

は
２
０
１
４
年
か
ら
配
慮
を
必
要
と
す
る
世
帯

へ
の
生
活
再
建
推
進
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
し
、

翌
年
か
ら
「
災
害
ケ
ー
ス
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」
を

柱
と
す
る
生
活
再
建
加
速
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
開
始
。

従
来
の
申
請
主
義
を
脱
し
、
生
活
再
建
に
必
要

な
資
源
や
サ
ー
ビ
ス
を
個
々
の
被
災
者
の
ニ
ー

ズ
に
応
じ
て
マ
ッ
チ
ン
グ
す
る
伴
走
支
援
の
仕

組
み
を
構
築
し
た
。

　

そ
の
効
果
は
明
ら
か
だ
。
仙
台
市
の
仮
設
住

宅
入
居
率
の
減
少
速
度
を
、
災
害
ケ
ー
ス
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
を
導
入
し
な
か
っ
た
場
合
の
シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
と
比
較
す
る
と
、
実
際
の
仙
台
市

の
減
少
速
度
が
は
る
か
に
速
い
こ
と
が
確
認
さ

れ
た
。
こ
の
取
組
み
に
よ
り
、
仮
設
住
宅
か
ら

恒
久
住
宅
へ
の
移
行
が
大
き
く
前
進
し
た
。

合
理
的
配
慮
が
も
た
ら
す
支
援
の
未
来

　

仙
台
市
の
成
功
の
鍵
は
、
被
災
者
一
人
ひ
と

り
の
多
様
な
ニ
ー
ズ
―
―
健
康
、
職
業
、
住
環

境
、
地
域
と
の
つ
な
が
り
―
―
に
応
じ
た
合
理

的
配
慮
を
提
供
し
た
点
に
あ
る
。
災
害
ケ
ー
ス

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
は
、
単
に
被
災
者
を
一
律
平
等

に
扱
う
の
で
は
な
く
、
各
人
の
状
況
に
寄
り
添

い
、
最
適
な
支
援
を
タ
イ
ム
リ
ー
に
提
供
す
る

仕
組
み
だ
。

　

こ
の
取
組
み
は
、
支
援
の
あ
り
方
を
見
直
す

大
き
な
一
歩
と
な
っ
た
。
被
災
地
で
の
格
差
を

縮
小
し
、
生
活
再
建
を
後
押
し
す
る
「
衡
平
性

原
理
」
に
基
づ
い
た
支
援
モ
デ
ル
は
、
今
後
の

防
災
・
復
興
の
現
場
で
欠
か
せ
な
い
指
針
と
な

る
だ
ろ
う
。
仙
台
市
の
実
践
が
示
し
た
よ
う
に
、

多
様
性
に
応
じ
た
合
理
的
配
慮
が
、
よ
り
公
平

な
社
会
の
構
築
へ
と
道
を
開
い
て
い
く
。

エッセイ

　1955（昭和30）年兵庫県生まれ。
1978年関西学院大学社会学部卒。同社
会学研究科修士課程修了後、1980年よ
りカナダ政府給費留学生としてトロント
大学大学院に留学。MSW（マスター・
オブ・ソーシャルワーク）ならびにPh.
D.（ドクター・オブ・フィロソフィー）
修得。1986年より関西学院大学社会学
部専任講師・助教授・教授を経て2001（平
成13）年４月より現職。
　専門は福祉防災学・家族研究・市民社
会論。特に大災害からの長期的な生活復
興過程の解明や、災害時の要配慮者支援
のあり方など、社会現象としての災害に
対する防災学を研究。
　おもな著書に『災害と復興の社会学（増
補版）』（萌書房、2022年）などがある。

立木茂雄（たつきしげお）

図１　�世帯規模別住まい再建速度の比較：�
名取市と仙台市

出典：Tatsuki, S., & Kawami, F. Longitudinal impacts of pre-existing inequalities and social environmental changes 
on life recovery: Results of the 1995 Kobe Earthquake and the 2011 Great East Japan Earthquake recovery studies. 
International Journal of Mass Emergencies & Disasters, 41(1), https://doi.org/10.1177/02807270231171504

図２　�世帯主のジェンダー別住まい再建速度の�
比較：名取市と仙台市
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同
志
社
大
学
社
会
学
部
教
授
　
立
木
茂
雄

誰
一
人
取
り
残
さ
な
い
防
災
と
は
？

最
終
回

恊
働
性
の
実
装

恊
働
性
の
実
装
―
―
分
担
や
連
携
で
は
な
く
、

組
織
間
の
連
結
が
求
め
ら
れ
る
要
配
慮
者
対
策

　

災
害
時
を
想
定
し
た
要
配
慮
者
支
援
の
現
場

で
は
、
防
災
、
保
健
、
医
療
、
福
祉
な
ど
多
様

な
分
野
に
ま
た
が
る
資
源
の
提
供
を
調
整
す
る
、

全
体
性
・
連
続
性
・
多
元
性
・
衡
平
性
の
視
点

が
欠
か
せ
な
い
。
特
に
、
社
会
的
に
脆
弱
な
要

配
慮
者
を
取
り
巻
く
さ
ま
ざ
ま
な
関
係
者
―
―

当
事
者
や
家
族
を
は
じ
め
、
保
健
、
医
療
、
福

祉
、
防
災
の
各
部
局
、
専
門
職
、
地
域
住
民
な

ど
―
―
が
、
相
互
に
連
携
し
、
被
災
前
後
の
支

援
に
不
調
和
や
欠
損
が
生
じ
な
い
よ
う
に
サ

ポ
ー
ト
す
る
こ
と
が
必
須
と
な
る
。
こ
の
た
め
、

行
政
や
民
間
事
業
者
、
専
門
職
に
よ
る
公
的

サ
ー
ビ
ス
と
、
地
域
住
民
に
よ
る
イ
ン
フ
ォ
ー

マ
ル
な
支
え
合
い
、
さ
ら
に
当
事
者
・
家
族
の

自
己
決
定
力
と
い
う
自
助
の
力
が
、
一
つ
に
調

整
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
。

　

つ
ま
り
、
関
係
者
が
単
に
分
担
し
合
う
だ
け

で
は
な
く
、
組
織
間
で
の
連
結
を
強
化
し
、
言

わ
ば
「
組
織
の
組
織
」
を
つ
く
る
調
整
活
動
が

求
め
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
支
援
の
あ
り
方
を

「
恊
働
」
と
呼
ぶ
。
こ
の
恊
働
―
―
立
心
偏
で

あ
る
こ
と
に
注
意
さ
れ
た
い
。
つ
ま
り
自
助
力
・

共
助
力
・
公
助
力
の
三
つ
の
チ
カ
ラ
が
、
誰
一

人
取
り
残
さ
な
い
と
い
う
心

マ
イ
ン
ド

で
一
つ
に
束
ね

ら
れ
る
こ
と
―
―
こ
そ
が
、
誰
一
人
取
り
残
さ

な
い
防
災
を
実
現
す
る
最
重
要
の
鍵
と
な
る
。

イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
防
災
別
府
モ
デ
ル

―
―
越
境
と
境
界
連
結

　

筆
者
は
平
成
17
（
２
０
０
５
）
年
の
『
災
害

時
要
援
護
者
の
避
難
支
援
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
初

版
』
の
公
開
以
来
、
全
国
の
多
く
の
自
治
体
で

指
導
や
助
言
を
行
っ
て
き
た
。
し
か
し
、
実
際

の
現
場
で
は
、
行
政
の
事
務
分
掌
主
義
が
は
び

こ
り
、
多
部
局
や
多
組
織
間
の
調
整
が
進
ま
ず
、

連
携
の
ボ
ト
ル
ネ
ッ
ク
と
な
る
ケ
ー
ス
が
多
い
。

　

大
分
県
別
府
市
で
２
０
１
６
年
か
ら
始
ま
っ

た
「
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
防
災
別
府
モ
デ
ル
」
の

推
進
役
と
し
て
活
躍
し
て
き
た
の
が
、
別
府
市

役
所
の
村む

ら

野の

淳じ
ゅ
ん

子こ

氏
だ
。
私
た
ち
の
研
究
グ

ル
ー
プ
は
４
年
間
に
わ
た
っ
て
、
彼
女
が
多
部

局
・
多
組
織
間
で
の
連
携
を
進
め
る
た
め
、
実

際
に
ど
の
よ
う
な
ア
ク
シ
ョ
ン
を
取
っ
た
の
か

を
調
査
し
た
。
そ
の
結
果
、
村
野
氏
が
実
施
し

て
い
た
の
は
、
部
局
や
組
織
、
団
体
、
個
人
の

間
で
境
界
を
越
え
る
「
越
境
」
を
く
り
返
し
、

異
な
る
部
局
・
組
織
の
境
界
を
「
境
界
連
結
」

す
る
こ
と
だ
っ
た
。

　

村
野
氏
は
、（
一
）
部
局
・
組
織
を
ま
た
ぐ
「
越

境
」
を
続
け
る
こ
と
で
連
携
の
気
運
が
生
ま
れ
、

（
二
）
こ
の
結
果
、
異
な
る
組
織
の
境
界
が
「
連

結
」
さ
れ
、（
三
）
そ
の
結
果
、
地
域
の
関
係

者
と
恊
働
す
る
気
運
が
で
き
あ
が
り
、
当
事
者

の
「
参
画
」
が
可
能
に
な
っ
て
い
た
。
こ
の
プ

ロ
セ
ス
を
循
環
さ
せ
る
こ
と
が
、
誰
一
人
取
り

残
さ
な
い
防
災
実
現
の
鍵
な
の
だ
。

イ
ン
ク
ル
ー
ジ
ョ
ン
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

―
―
誰
一
人
取
り
残
さ
な
い
防
災
の
実
現
へ

　

右
の
よ
う
な
プ
ロ
セ
ス
を
意
図
的
・
意
識
的

に
実
践
す
る
手
法
を
、
私
た
ち
は
「
イ
ン
ク
ル
ー

ジ
ョ
ン
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」
と
名
づ
け
た
。
こ

れ
に
よ
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
関
係
者
や
部
門
が
恊

エッセイ

　1955（昭和30）年兵庫県生まれ。
1978年関西学院大学社会学部卒。同社
会学研究科修士課程修了後、1980年よ
りカナダ政府給費留学生としてトロント
大学大学院に留学。MSW（マスター・
オブ・ソーシャルワーク）ならびにPh.
D.（ドクター・オブ・フィロソフィー）
修得。1986年より関西学院大学社会学
部専任講師・助教授・教授を経て2001（平
成13）年４月より現職。
　専門は福祉防災学・家族研究・市民社
会論。特に大災害からの長期的な生活復
興過程の解明や、災害時の要配慮者支援
のあり方など、社会現象としての災害に
対する防災学を研究。
　おもな著書に『災害と復興の社会学（増
補版）』（萌書房、2022年）などがある。

立木茂雄（たつきしげお）

働
し
て
支
援
を
提
供
し
、
被
災
者
が
自
ら
の
意

思
で
参
画
可
能
な
環
境
を
整
え
る
こ
と
が
で
き

る
。「
イ
ン
ク
ル
ー
ジ
ョ
ン
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」

は
、
誰
一
人
取
り
残
さ
な
い
防
災
を
実
現
す
る

た
め
の
重
要
な
社
会
技
術
で
あ
り
、
そ
の
実
践

こ
そ
が
、
真
に
効
果
的
な
支
援
の
決
め
手
と
な

る
。結

論
―
―
恊
働
性
が
鍵
と
な
る
誰
一
人

取
り
残
さ
な
い
防
災

　

五
回
に
わ
た
っ
た
今
回
の
連
載
で
は
、
災
害

時
に
誰
一
人
取
り
残
さ
な
い
た
め
に
必
要
な
全

体
性
、
連
続
性
、
多
元
性
、
衡
平
性
、
協
働
性

の
原
則
に
つ
い
て
、
具
体
的
な
エ
ビ
デ
ン
ス
も

参
照
し
な
が
ら
解
説
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
原
則
を
基
に
、
各
関
係
者
が
組
織

の
壁
を
越
え
連
結
し
、
被
災
者
一
人
ひ
と
り
の

多
様
な
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
支
援
が
実
現
す
る
こ

と
で
、
真
の
「
誰
一
人
取
り
残
さ
な
い
」
防
災

の
体
制
が
実
現
さ
れ
る
。
詳
細
に
つ
い
て
は
、

下
記
の
参
考
文
献
を
参
照
い
た
だ
き
た
い
。
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